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目的別テーマ:生体材料を用いたバイオミメティックス材料の開発

15年度研究テーマ
15-3-9:ヒト由来生体材料の個人対応製品への創製と販売

We have developed a rapid and convenient extraction method for quantiかing human hair

components called the "Shindai Method" and novel procedures for preparing human hair protein films

(Pre-cast and Post-cast methods). The light brown mmS obtained by these procedures were too fragile

to apply to human skin. We found that the film was also formed when the hair proteins extracted by

Shindai method were directly exposed to the solution containing MgCl2, CaC12, NaCl and KCl.

Scanning electron microscopy (SEM) and atomic force microscopy (AFM) showed that the surface of the

novel protein丘Ims was smooth. The protein丘1m自mainly consist of α keratins and matrix proteins.

A氏er drying, the丘Ims became translucent and flexible against folding operation, indicating the

possibility that these protein films are useful for practical application.

研究目的
2 1世紀は「健康」の世紀と言われており、そのキーワードのひとつとして、 "セルフメディケーション"

がある。一般的な意味は、患者自身が自己診断をして売薬を用いて治療する自己医療という意味で使われて

いるO私は、この言葉の意味を広げ、自己由来の生体物質を原材料とすれば、拒絶反応、アレルギー反応な

どの軽減化と生体適合性の高い製品の創出につながると考え、研究開発を行っている。また、自分自身の廃

棄生体物質を使用して、自分自身のために利用する意味で、 "セルフーリエ-ス(self-reuse)"という言葉

を使用することを提案している。

自己の生体物質として、毛髪と爪に注目している。毛髪,爪の約80%はケラチンを主成分とするタンパ

ク質から構成されており、年のオーダーにわたり安定な構造体である。特に、毛髪は個人レベルで比較的大

量の入手が容易である。このため、使用者本人の毛髪タンパク質入りの高機能繊維品、生体被覆材,医薬品

基材,医療用基材、化粧品基材とこれらとの関連製品-の適用を想定している。これを実現するためには、

新規のコンセプトを備えたフイルム,ゲル,バイオ繊維,微粒子-の加工技術の開発と機械的物性と生理機

能の評価が必要不可欠と考えられる。これらを克服して、多くのメリットをもつ個人対応型製品の創出を目

指している。

一年間の研究内容と成果
本年はフイルムとファイバー化に大きな進展が見られた。

・フイルム:以前、私たちは、毛髪、爪からの新規のタンパク質の抽出方法を開発して信大法と命名した。

信大法で抽出したタンパク質を使用して、簡便にフイルム化できるプレキャスト法とポストキャスト法を

開発して、昨年報告している。この方法により毛髪から1 2時間程度でフイルム状態に変換できることを

明らかとした。しかしながら、作製されたフイルムの機械的物性は弱く、実用性に乏しかった。フイルム
化-の変換技術の簡便性は残したまま、ある程度の透明性と弾力性を備えた加工方法を見出すことができ、

ソフト・ポストキャスト法と名付けているOこの作製方法の確立、形態、物性について検討を行っている。

・ファイバー:毛髪タンパク質溶液を固体化する場合、分子の配向性などの問題から、当然元の毛髪より強

い強度を示すファイバーの作製は不可能に近い。このため、毛髪タンパク質単独でのファイバー作製はあ

きらめ、コンポジットタイプのファイバー作製-と進めた。対象として;①天然由来の物質. ②生体適

合性と生理活性作用の保持. ③低コストで簡便な方法.などのコンセプトを備えたファイバー。これらの

条件を満たしうるPIC (ポリイオンコンプレックス)ファイバーに注目し、同じく3班の山本(浩)研究

室との共同研究で、毛髪タンパク質入りPICファイバーの作製に成功している。

展望
・フイルム:実用化できる物性を備えたフイルム作製、生理学的な評価に入る。
・ファイバー:機械的な物性測定と「布」とし、実用化に向けた評価段階に入る。
・パウダー:新たにタンパク質微粒子の作製を行う。
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